
 『リカバリーへの応援!!』 
                

 リカバリーって何？最近医療の現場では「リカバリー」という言葉をよく用いることがあります。この用

語には疾患や障害を抱えながらも意味のある人生を見い出す、自分らしく生きることを取り戻すといった

意味が含まれています。 

 私たち作業療法士にはこのプロセスを円滑に移行していくため、利用者が何を大切にし、どのような

生活を望むのか、そのプロセスに必要な要素を利用者とともに見い出し、治療・支援に反映させると

いった役割が求められています。 

 また、先日精神障がい者の雇用を義務付ける方針が閣議決定されました。法改正が実現すれば、

社会参加を促すための就労支援など、リカバリーを意識した関わりが精神科医療においても、ますます

重要視されてくると予測します。 

 当院では、作業療法士が「院内・外来作業療法」「デイケア・ショートケア」「訪問看護」の３部門に配属され、急性期

を含めた入院治療から退院・地域支援と連携を深めたリハビリテーションに力を入れています。 

 私が担当している「院内・外来作業療法」の取り組みでは、時代の流れや利用者皆さんのニーズに沿ったプログラムの

導入を試みています。今年度ではパソコンプログラムや入院専用プログラムの開設、疾患教育プログラムのリニューアルなど

を実践しています。今後もこういった当院の特徴・プログラム内容を生かしながら、利用者皆さんにとって、リカバリーにつなが

るきっかけとなるリハビリテーションの提供を目指していきたいと思っています。                        
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平松記念病院 広報誌 

患者さんの権利  
私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行います。 
１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

２.個人として人格を尊重される権利 

３.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

４.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選択する権利 

５.個人情報やプライバシーが守られる権利 

６.セカンドオピニオンを受ける権利 

７.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療歴・アレルギー

歴などの情報を提供する必要があります。 

２.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り組む必要が 

 あります。 

３.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生活上のルール 

 やマナーを遵守する必要があります。 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます。 

１.精神障害者の医療および保護を行い、自立のために、社会復帰および社会 

 的経済活動への支援をします。 
 

２.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し、地域に根ざ 

 した病院を目指します。 

理 念 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように努めます。 

２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努めます。 

３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合うチ－ム医療を目指します。 

４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように努めます。 

５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し次の二つの柱を 

基礎に据えます。 

 

 ゴールデンウイーク・例年ですと札幌ではあちこちで桜の

花も綻び花見気分に浮かれ、長く厳しかった（今年は特に

雪に悩まされた方も多かったのではないでしょうか？）冬で

沈んでいた心を一気に開放するところなのでしょうが、一向

に春の気配が感じられません。しかし必ず春は来る。桜は

咲く。と気持ちを強くして頑張って行きたいと思っています。 

 さて早いもので様々な紆余曲折を経ながら、藻岩嶺も３０

号を迎えることができました。これもひとえに協力していただいた職員皆様のお

かげと感謝しております。 

我々編集委員一同現状に甘えることなく今後一層の努力を続けていこうと

思っておりますのでこれからもよろしくお願い致します。 （吉田 雅幸） 

 「肺炎球菌によって引き起こされるいろいろ

な病気（感染症）を予防するためのワクチンに

ついて」ＭＳＤ（株）の天略様に院内勉強会を

行っていただきました。６５歳以上の高齢者に

は接種が推奨されて

おり、ワクチンの重要性

について学びました。 

      （文責：高橋）  

 5月22日（水）「合同レク 春の歌声コンテスト」が開催されました。例年

行われている「カラオケフェスティバル」がリニューアルされ、「春の歌声

コンテスト」とネーミングを変えての実施となりました。今年は遅れた桜の

開花と時期が重なり、会場内も沢山の声援と歌声で季節と同様に華やかな雰

囲気のコンテストとなりました。今年の紅白対抗戦での結果は僅差で赤組の

優勝となり、幕を降ろしました。（文責 井村） 

病院屋上からの風景 

デイケアプログラム「盛と山田のミステリーツアー」 
 
 
 

 行き先はどこかの町のどこか…行き先を告げず
に一日外出しちゃおうという大胆なプログラム。
前回は富良野までドライブしてきましたよ。これ
までにも北竜町のひまわり畑、登別の地獄谷、旭
山動物園などなど、無茶な日程ながらも、ご好評
をいただいております。ご参加お待ちしてます。
一緒にドキドキしてみませんか。 

病院前を走る市電新型車両 



リハビリ科勤務： 

前多 龍平作業療法士 
外来勤務： 

日野原 明美看護師 

新館１棟勤務： 

東 朋子看護師 

デイケア科勤務：  

斉藤 千恵子看護師 

外来勤務： 

高橋 敏子看護師 

アウトリーチ科勤務： 

後藤 加寿美看護師 

 ３月１８日、第８回院内研究発表会が開催されました。今年は看護部門、薬局部門、医

局部門から３題の研究発表が行われました。職種の垣根を越えた共同発表や院外施設

との共同研究もあり、年々研究のフィールドにおいてもチーム医療が定着しているように

感じられました。発表演題は以下の３タイトルです。（文責 山田） 

看護部門（外来） 

患者視点を意識した外来看護を目指して 

薬局部門 

健康食品の使用実態調査と抗精神病薬と青汁の相互

作用に関する基礎的検討 

医局部門 

二次的に起床困難や昼夜逆転を生じたと考えられる

高校生の３症例 

―睡眠検査の重要性について― 

  当院の委員会活動の紹介 ～図書委員会～ 第3回 

 病院の図書というと、職員向けの古書や雑誌が置いてある図書室のみのイメージがあるかと思います。当院の図書に関しては、

患者さま向けに外来待合室や作業療法室、病棟ホールに雑誌や図書をお気軽に観覧できるようにしています。あくまで“開かれた

図書室”としてのイメージで様々な人の手に、分かりやすい図書を提供できるように心がけています。また、職員向けの図書に関し

ても、当院の歴史を感じさせるような古書が様々あり、精神療法・集団精神療法・森田療法・デイケア等々、幅広い範囲での精神分

野の図書が置かれております。当院の図書だけでも精神分野の知識が十分に学べる環境が整っていると思われます。図書委員と

して心がけている事は、前述にもあるように患者さま・職員共に“開かれた図書室”というイメージで、気軽に本が読める環境を提供

し続けることであると考えています。そのため、患者さまや病院職員の声を聞いて、ニーズに応えられるような図書を整えておくこと

が大切であり、図書委員会の各メンバーと話し合いながら委員会活動を進めていけるようにと考えております。  

（図書委員 北林） 

新館１棟 当院１棟における５Ｓ活動の取り組み 

新館２棟 隔離開放観察判断にＢＶＣを用いることの効果と課題 

     ～安全を重視した行動制限最適化への取り組み～ 

新館３棟 精神科療養病棟において患者が理想とする看護師像とは？ 

     ～当院男子閉鎖病棟で療養中の患者と看護師の聞き取り調査から～ 

新館４棟 精神疾患患者様に対する服薬についての意識調査 

     ～患者様へのアンケートを通じて～ 

 ２月４日、今回で第９回目となる看護研究発表会が開催されました。回を重ねるごとに各

病棟の研究内容の質の高さや発表の方法にも工夫が感じられ、発表後は様々な質問が寄

せられていました。研究によって得られた知識や理論を看護実践に活かし、看護の質を高め

ていって欲しいと思います。 

 以下に４つの演題タイトルを掲載します。      （文責 内林） 

 早く患者さん
に名前と顔を覚
え て も ら い、信
頼 さ れ る OT を
目指します!! 

 諸先輩方の
指導を受けて
頑 張 り た い と
思 い ま す の
で、よろしくお
願い致します。 

 初めまして、 
初心を忘れず
頑張ります。 

 少しでも皆さん
のお役に立てるよ
う笑顔で精一杯頑
張ります。どうぞ宜
しくお願いいたしま
す。 

 初めての事ばかり
で戸惑うこともあり
ま す が、頑 張 り ま
す。どうぞよろしくお
願い致します。 

 慣れない事も
多 々 あ り ま す
が、どうぞよろ
しくお願い致し
ます。 
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２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努めます。 

３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合うチ－ム医療を目指します。 

４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように努めます。 

５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し次の二つの柱を 

基礎に据えます。 

 

 ゴールデンウイーク・例年ですと札幌ではあちこちで桜の

花も綻び花見気分に浮かれ、長く厳しかった（今年は特に

雪に悩まされた方も多かったのではないでしょうか？）冬で

沈んでいた心を一気に開放するところなのでしょうが、一向

に春の気配が感じられません。しかし必ず春は来る。桜は

咲く。と気持ちを強くして頑張って行きたいと思っています。 

 さて早いもので様々な紆余曲折を経ながら、藻岩嶺も３０

号を迎えることができました。これもひとえに協力していただいた職員皆様のお

かげと感謝しております。 

我々編集委員一同現状に甘えることなく今後一層の努力を続けていこうと

思っておりますのでこれからもよろしくお願い致します。 （吉田 雅幸） 

 「肺炎球菌によって引き起こされるいろいろ

な病気（感染症）を予防するためのワクチンに

ついて」ＭＳＤ（株）の天略様に院内勉強会を

行っていただきました。６５歳以上の高齢者に

は接種が推奨されて

おり、ワクチンの重要性

について学びました。 

      （文責：高橋）  

 5月22日（水）「合同レク 春の歌声コンテスト」が開催されました。例年

行われている「カラオケフェスティバル」がリニューアルされ、「春の歌声

コンテスト」とネーミングを変えての実施となりました。今年は遅れた桜の

開花と時期が重なり、会場内も沢山の声援と歌声で季節と同様に華やかな雰

囲気のコンテストとなりました。今年の紅白対抗戦での結果は僅差で赤組の

優勝となり、幕を降ろしました。（文責 井村） 

病院屋上からの風景 

デイケアプログラム「盛と山田のミステリーツアー」 
 
 
 

 行き先はどこかの町のどこか…行き先を告げず
に一日外出しちゃおうという大胆なプログラム。
前回は富良野までドライブしてきましたよ。これ
までにも北竜町のひまわり畑、登別の地獄谷、旭
山動物園などなど、無茶な日程ながらも、ご好評
をいただいております。ご参加お待ちしてます。
一緒にドキドキしてみませんか。 

病院前を走る市電新型車両 
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